
ひなたMBAとは？　
広い視野や戦略性などで高度な経営理念を持って地域経済を牽引する人材を育成するためのプログラムです

主催

宮崎県

お問合せ：株式会社イースト（運営事務局）
TEL:092-724-1055

担当：原田

全3回講座
　※裏面プログラム詳細

1日目10/23(木)、2日目11/20(木)

3日目12/10(水)　各日10:00~17:30

会場地図

QR

申し込みはこちらから
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日　時

企業の人事担当者
やメンバーの育成に

お困りのリーダー・マネージャーの方


※同一企業からの複数応募可

費　用

対　象

会　場

宮崎県宮崎市広島2丁目5番16号

興亜宮崎ビル８F
JR宮崎駅西口徒歩2分
※駐車場は近隣のコインパーキング
　をご利用ください。

高千穂ホール

無料



ストレングスファインダー2.0（書籍）

や育成マニュアルを使用します

更に講座期間中は皆様の職場の

お悩みに随時対応します！

締　切

2025年10月21日(火)

定員に達した場合早めに

締め切る場合がございます

人材育成担当者向け


～育成支援講座～

人材育成担当者向け


～育成支援講座～

☑相手の考えや価値観がわからず、育成方法が思いつかない


☑組織内で育成し合う文化を取りいれてみたい


☑キャリアコンサルタントの資格やキャリア支援に興味がある


人事職をはじめ、現場のリーダー、マネージャーなど、メンバーの

育成にお悩みの方はぜひご参加ください。



3日目
12月10日(水)

10:00～17:30

２日目
11月20日(木)

10:00～17:30

1日目
10月23日(木)

10:00～17:30

　・成長につながる目標の立て方

　・メンバー育成に必要な3つのスキル（ティーチング・コーチング・フィードバック）

　・メンバーへの教え方・仕事のポイントの伝え方（ティーチング）

　・メンバーが育つ仕事の指導方法（フィードバック）

　※研修でも使用する育成マニュアルは提供いたします。ぜひ組織内の育成にご活用ください。

　・イントロダクション
参加者交流
悩み・課題の整理

　・年代別
育成対象の考え方、価値観の違いについて

　・育成の3大課題（組織への定着・やる気の向上・キャリア支援）

　・モチベーションマネジメント

　※本講義は参加者同士でディスカッション中心に進めていきます。

永井
康嵩
国家資格キャリアコンサルタント

SLⅡ®認定トレーナー


　
・メンバーの強みの発見、強みの活かし方

　・メンバーとの面談方法（コーチング）

　・キャリアコンサルタントの役割

/
資格取得に向けて
　※国家資格キャリアコンサルタントの資格取得や社内でのキャリア面談のやり方についても本講座で
　　触れていきます。

人材育成に関わる人事やリーダー・マネージャーの皆様と
日々の育成における悩みを共有し、ディスカッションや体験
ワークなどを通じて解決策を見つけていく講座です。
ぜひ、組織やメンバーの成長支援にお役立てください。




担当講師
新卒で新聞社に入社。大手ナショナルクライアントとのタイアップ広告やイベント事業に従事。
その後、広告業界の売上低迷とそれが起因する組織問題（若手社員の離職）を解決すべく人事コンサ
ルタントに転身。以来、組織開発・人材採用・研修開発・講師として5年間にわたり50社近くの企業
案件を担当。2019年からは大手派遣会社での人事責任者、株式会社イーストでは研修事業の立ち上げ
などにも従事。外部コンサルタント、社内人事責任者として両方の視点から企業の真の課題に合わせ
た本質の取り組みを設計することが可能。

【登壇領域】　通算350登壇/延べ参加者数5,000人
管理職マネジメント/中堅層リーダーシップ/若手階層別/採用面接官トレーニング/新入社員研修/営業研修/
キャリアコンサルタント育成支援/人事職育成支援/講師育成支援等/

自身とメンバーとの価値観の違いを心理学等を用いて整理しながら、社内でキャリア

面談などに活かせるコーチングスキルを学びます。

日頃、メンバー・組織の育成における悩みを参加者同士で共有し、解決に向けてお互い

の考えを深めていきます。

体験ワーク・ディスカッション等を通じて育成スキルの本質を理解するとともに、実際

にそのスキルを組織内でどう広めていくかを学びます。

【インターバル期間(研修終了後)】
　SlackやGoogleなどでグループチャットを使い、講師と参加者の皆様が交流を図ることができる場を
　ご用意します。　（活用例）・皆様からの質問の回答/最新の人事トレンドの発信/職場のお悩み相談等

【インターバル期間（研修終了後）】

Presented
by


